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ぎふグローバル人材育成推進事業報告会 

３月１４日（月）１４：００～１５：０５に、本年度の事業内容についての報告会を開催しまし

た。この報告会を通して、これまでとこれからの本事業について考えて頂くきっかけになるように

したいと考えています。 

今回は、本事業が始まった当初から来ていただいている「岐阜県世界青年友の会」常務理事 臼

井 千里先生と、岐阜県私学振興・青少年課 遠藤 隆弘さんに参加頂きました。 

 

これまでのぎふグローバル人材育成推進事業（GGH：Gifu Global Highschool） 

本事業は２０１４年度（平成２６

年度）より７年間にわたり実施して

きました。特に「防災」をテーマに

して、フィリピン レイテ島のレイ

テ国立高校との交流や、本校の位置

する鶉地区の住民の方々、鶉小学校

の児童と教職員の方々、岐阜聖徳学

園大学の学生と教職員の方々との交

流をしてきました。レイテ国立高校

にお邪魔したり、レイテ国立高校の

生徒が本校を訪問してくれて、直接

会って交流できたことは、お互いにとても良い経験となりました。 

 
 

今年度の GGH 

今年度の GGH は、コロナのため残念ながらオンライン授業中心となりましたが、先ず、木本健太

郎さん※１にオンライン授業「探究への取り組み方について」を実施して頂きました。また、沖縄へ

の研修旅行に行くことも叶いませんでしたが、「沖縄の抱える地域の課題に取り組む方々による研

修会」をオンラインで実施することができました。さらに、レイテ国立高校の生徒とオンラインで

交流することができました。 

 

木本健太郎さんによるオンライン授業「探究への取り組み方について」 

●講師：木本健太郎さん※１ 

東京大学大学院に学ばれ、現在

は高校生等に対して「探究への取

り組み方」について研修等を行う

企業を運営されておられます。 

 

木本健太郎さんによるオンライン授業「探究への取り組み方」では、「探究に取り組むために必

要な３つの思考法（アート思考、デザイン思考、ロジカル思考）」の授業をしていただきました。 
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●探究に取り組むために必要な３つの思考法（アート思考、デザイン思考、ロジカル思考） 

アート思考 

アート思考とは「既成概念に捕らわれずに，問題解決を行うための思考法」のこと。１つの絵で

も人によって見え方が違い、人によっては見えているようで見えてないこともあります。まずは固

定概念を持たずに純粋に見ること。決めつけをしないこと。ちゃんと見ること。見る力（観察する

力）をつけることが成功へとても重要な一歩。次の人間の胸部 CT[スキャン画像の中に、1 つの異常

を見つけてみてください。固定概念を持たずに純粋に見ることが出来れば、「ゴリラの絵」が見え

て来るでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

探究に取り組むために、先ず必要なことは、考えて動く前に、固定概念を外し、純粋に見ること

（観察）であることを教えていただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デザイン思考 

次に、デザイン思考とは「本当の問題を探り当て，解決に至るための思考法」のこと。固定概念

を持たずに純粋に見るだけでなく、「本当の問題（原因）」を深く考え抜くことです。 

たとえば、次の図におけるⒶ「アイスの売上」はⒷ「溺死事故の数」の原因ではありません。Ⓒ

「猛暑」がⒶ「アイスの売上」とⒷ「溺死事故の数」の両方の本当の原因になります。このように

「本当の問題（原因）」を深く考え抜くことも、探究に取り組むために必要であることを教えてい

ただきました。 
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ロジカル思考 

最後に、ロジカル思考とは「事実に基づいて、他者に分かりやすく表現するための思考法」のこ

と。次の図において、④「提案：結局、何をすべきなのかという結論」を述べるだけでは、他者に

分かりやすい表現にはなりません。⓵「事実：自分の意見の元となる客観的なデータ/事実」を示

し、その事実に関して②「問題：何が問題だと考えているか」を指摘し、さらにその問題に関して

③「自分：自分はどういう気持ちを持っているのか」を述べて、最後に④「提案：結局、何をすべ

きなのかという結論」を述べることで、自分の意見を他者に分かりやすく伝えることができること

を教えていただきました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖縄が抱える地域の課題に取り組む方々による研修会 

沖縄が抱える地域の課題に取り組む８名の方々に、ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続

可能な開発目標）の視点から、研修会を実施していただきました。 
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ＳＤＧｓ目標 講師 内容 

1 貧困をなくそう ㈱おとなワンサード代表取締役

社長 富田 杏理さん 

おきなわこども未来ランチサポート

は、子ども食堂などを通し、子供が一

人でも簡単に食べられる食料品を配る

活動をされておられます 

2 飢餓をゼロに OrgaNect オーガネクト代表 

島袋 優さん 

沖縄の農業について、農業の課題に

ついて考えた時に、継続的に課題解決

するためにビジネスを作ることにたど

り着き、有機農業を通して人と人を繋

ぐコミュニティやコンサルティングを

されておられます。 

4 質の高い教育を

みんなに 

㈱グレイトボヤージュ代表取締

役社長 大岩 光昭さん 

自分の将来について考える機会を、

沖縄の困窮世帯も含めたすべての子ど

もと一緒になって考える予備校を経営

されておられます。 

8 働きがいも経済

成長も 

財全 GROUP  

久場 まどかさん 

 

新聞記者を経て、沖縄の困窮世帯の

子どもへランドセルや制服を支援する

プロジェクトに参加、その後 WEB デザ

イナーへ転職され、働き方や自分のキ

ャリアの選択についての支援をされて

おられます。 

10 人や国の不平等

をなくそう 

沖縄国際大学総合文化学部社会

文化学科准教授  

秋山 道宏さん 

 

沖縄の地域の文化や歴史を知るため

に、実際に足を運んで学ぶフィールド

ワークを重視し、沖縄戦を継承してい

く活動をされておられます。 

11 住み続けられる

まちづくりを 

HELLO WORLD㈱代表取締役社長 

野中 光さん 

 

沖縄の日本人と外国人をいろんな形

で繋げる「マッチング」の試みや外国

人の生活相談などを実施し、多文化共

生・仲良く暮らせるまちづくりを目指

して活動されておられます。 

16 平和と公正を全

ての人に 

具志堅 政幹さん 

 

沖縄の問題や課題をどう考えるべき

なのか、民主主義はなぜ大事なのか、

人権はなぜ守るべきなのか、など当た

り前だと思っている概念を新しい視点

から考える活動をされておられます。 

17 パートナーシッ

プで目標を達成

しよう 

若狭公民館 館長 

宮城 潤さん 

沖縄の地域課題が多様化・複雑化す

る中で、新しい視点からの公民館の活

動をされておられます。 
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本校の生徒は，特に，沖縄の農業や外国人が抱える課題を解決するために、20 歳代で起業をし

て，ビジネスという方法を用いて活動をされておられる方々に，深い感銘を受けているようでし

た。結局、コロナのため沖縄への研修旅行が行けなくなってしまって残念でしたが，貴重なことを

学ぶことができたと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レイテ国立高校との交流 

わが校と交流のあるフィリピン レイテ島のレ

イテ国立高校の生徒とのオンライン交流会「レイ

テ国立高校の生徒と交流しよう」を実施しまし

た。８グループにレイテ国立高校の生徒 1 人ずつ

入ってもらい、ZOOM のブレイクアウトルームを

利用して各グループ毎に交流。また、岐阜聖徳学

園大学教育学部の大学生 4 名にお手伝い頂き、2

グループに 1 名の大学生が英語補助としてついて

くれました。 

レイテ国立高校の生徒たちと初めての交流。全

員が自分の学校のことや家族、趣味、将来の夢な

どの自己紹介をしました。レイテ国立高校の生徒

たちは 14～15 歳でしたが、みなフレンドリーで優しく接してくれました。こちらが言葉に詰まっ

ても、笑顔で待ってくれたり、頷いたり、表情、アクションを使って、話を聞いてくれるので、安

心して話すことができました。フィリピンの子たちはホスピタリティにあふれ、相手の話を聞くと

いう態度をオンラインの小さな画面でも笑顔やアクションで見せてくれるので、話す側にとても安

心感を与えてくれます。英語が伝わらなくても、一生懸命伝えようとすれば伝わるし、簡単な単語

だけでも理解しようと努力してくれるので、初めて海外の人と英語で交流した本校の生徒にとっ

て、とても良い機会になりましたし、伝わるんだという自信にも繋がりました。 
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生徒の発表 

報告会のステージ上で、本校の生徒に、レイテ国立高校とのオンライン交流についての感想を発

表してもらいました。 

 言葉が違っても、感じていること

や考えていることは同じだと感じ

ました。英語をもっと勉強して世

界の人をもっと理解したいです。

国境を越えた交流をしたいです。 

 通信回線が悪く、言葉でのコミュ

ニケーションが難しかったからこ

そ、身ぶり手ぶり、態度での表現

が重要であると感じました。 

 文化や言葉が違っても、お互いが

繋がろうとする意志があれば通じ

ることができると感じました。 

 難しい言葉ではなく、簡単な言葉

で十分伝わるし、相手もくみ取って理解してくれました。留学に興味はあっても不安を感

じていたが、今回の経験で自信がつきました。 

 率直に楽しかったです。ネットで「一つの言語だと廊下をずっと歩く人生。２つの言語だ

と、行く先々で扉が開いている人生」という言葉がありました。まさにこの言葉の通り

で、他の言語を学ぶことが重要であることが分かりました。またこのような交流をやりた

いです。 

 とても貴重で良い経験になった。英語に自信がなかったので不安だったが、相手にちゃん

と伝わったことが分かるととても嬉しかったです。苦手な英語だがもっと学びたいと思い

ます。国際的なボランティアにも目を向けようと思いました。自分から積極的にコミュニ

ケーションをとる姿勢や、相手を尊重する気持ちを大切にしたいです。 

 自分が伝えたいことがちゃんと伝わるか不安でしたが、相手がリアクションしてくれて伝

わった事が分かるととても嬉しく、楽しい時間になりました。英語力も大切ですが、伝え

たいという気持ちが大切だと気づきました。大学は国際関係学部に行きたいと考えていま

すが、今回の経験からさらに学びたいと考えるようになりました。 

 難しい英語で話すより、簡単な英語で充分であると感じました。フィリピンの生徒が日本

のアニメについて知っていてくれて、自分も海外の文化について知りたいと思いました。

とても楽しい時間だったし、より相手のことを理解したいと思うようになりました。 
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これからのＧＧＨ 

今、「VUCA の時代」と言われて「すぐ先の未来の予測ができない時代」になっています。 

文部科学省は「新しい学習指導要領の考え方」として「学びの３要素」を掲げています。「学び

に向かう力，人間性等」とは「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか」、「思考

力・判断力・表現力等」とは「理解していること・できることをどう使うか」、「知識・技能」と

は「何を理解しているか，何ができるか」という学習者に対する問いかけのことです。 

 

 
 

これをもとに、これからの本校の総合では，「学びの３要素」を次のように考えていきたいと思

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「学びに向かう力，人間性等」は、本校が設定している「四つの身につけたい力」を身に付けて

いってほしいと思います。 

「思考力・判断力・表現力等」は、「アート思考：既成概念に捕らわれずに，考える力」、「デ

ザイン思考：本当の問題を探り当て，解決に至る力」、「ロジカル・シンキング：事実に基づい

て，他者に分かりやすく表現する力」を身に付けていってほしいと思います。 

そして、「知識・技能」は、次の四つの知識・技能を深めていってほしいと思います。 

一つ目は「語学」です。語学の知識・技能を用いて「他国の事例を参照しながら，自分の課題に

取り組むこと」ができるようになってほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二つ目は「会計学」です。会計学の知識・技能を用いて「ビジネスという方法を用いて，自分の

課題に取り組むこと」ができるようになってほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 8 / 8 

 

 

三つ目は「統計学」です。統計学の知識・技能を用いて「自分の課題を論理的に記述・予測する

こと」ができるようになってほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四つ目は「プログラミング」です。プログラミングの知識・技能を用いて「自分の課題を論理的

に手順を踏んで解決すること」ができるようになってほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の四つの知識・技能を用いて「VUCA の時代を『生きる力』」を身に付けていってほしいと

思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おわりに 

最後に、臼井先生と遠藤さんに講評いただきました。 

「この７年間の活動、レイテとの交流、地域との交流は大きな成果です。この２年間は行くこと

も来てもらうこともできずじれったい思いをしたと思います。コミュニケーションはたくさんの言

葉を並べることだけでなく、簡単な短い言葉で充分で、相手に伝えたという気持ちをどうやって表

現するかが重要です。今後社会に出たときに、IT や技術が発展しても、対面に勝るものはありませ

ん。対面でのコミュニケーションの技術も学んでほしい。今回はコロナで活動が制限されました

が、次期はもっと生徒の活動が見られると期待します。」 

「普通の高校生ではなかなかできない経験であるし、社会人になるとこのような経験はもっとで

きません。まさに今しかできない経験。この経験は必ず将来役に立ちます。後悔することがないよ

う主体的に動いてほしい。英語は大切ですが、単なる一つのツールです。何を伝えたいか、が一番

大切です。」 

 


